































学苑 総合教育センター国際学科特集 No.835 38～50（20105）
高齢社会における余暇活動に関する一考察
 団塊の世代が形成するクラブ型余暇社会

































































































































睡 眠 99.8 7:23 7:22 1:35
食 事 99.3 1:36 1:35 0:42
身のまわりの用事 97.7 1:08 1:07 0:40
療 養  静 養 7.2 2:21 0:10 0:55











学 業 12.2 7:46 0:57 2:46
授業学内の活動









家 事 60.0 4:03 2:26 3:13
炊事掃除洗濯
買 い 物
子 ど も の 世 話

















通 勤 44.4 1:16 0:34 0:56
通 学 12.2 1:09 0:08 0:30
社 会 参 加 6.7 2:15 0:09 0:47
会 話 ・ 交 際 19.6 1:41 0:20 0:59
レ ジ ャ ー 活 動 40.5 2:36 1:03 1:59
ス ポ ー ツ


















































休 息 43.0 1:08 0:29 0:55



































































































































































































































4） http:/www.8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html（『高齢社会白書 平成 18年版』）（2009/12/
04）
5）『経済財政白書 平成17年版』は「貯蓄率は2003年の8％程度から2010年頃にはおおむね3％程度まで低
下する」と予測している（p.236）。
6） 労働力率＝「労働力人口」÷「15歳以上人口」×100
（労働力状態不詳を「労働力人口」（分子），「15歳以上人口」（分母）の双方に含めない）
7） 堺屋太一が1976年に発表した近未来小説『団塊の世代』の中で，「この人口の膨らみは，日本社会の中で
目に見えない『団塊』を構成し，数々の需要と流行を作ったが，同時にまた，彼らが通過した後には多く
の過剰設備と過当競争とを残すことにもなる」と記されたことに由来する。
8）『レジャー白書 ・99』p.102
9）『余暇文明へ向かって』p.19
10）『現代余暇論の構築』p.94
11）『新しい余暇と社会参加活動生涯学習と地域社会⑤』p.59
12）『レジャー白書 ・99』p.98
13）『余暇の新世紀』pp.7475
14）『団塊の世代「黄金の十年」が始まる』p.29
15） 終身雇用や年功序列を基盤とした職場を中心とした社会で，地縁社会，血縁社会の崩壊の危機に対し対極
的に用いられる。
―48―
16）『団塊世代の定年と日本経済』p.56
17）『団塊世代の余暇革新』pp.5156
18）『レジャー白書 2007年版』p.139
19） 平成12年度の国民生活白書で「職縁以外にも多様な人間関係を築こうとする人が増え，同好の士が好みの
縁で集まるという好縁社会への動きが始まっている」と記述されている。
20） 2004年，近畿日本ツーリストからクラブツーリズム事業部門を譲り受け，新会社として発足した。旅行商
品のメディア型販売を確立したパイオニア的存在。
21） 総務省の「交流居住」，国土交通省の「二地域居住」，農林水産省の「都市と農山漁村の共生対流推進会
議のデュアルライフ」等々，それぞれ各省庁の取り組みが目指す大きな方向性は共通している。
22） http:/www.tokyu-jsk.co.jp/thousand/pdf/thousand-01.pdf（2010/01/20）
23） http:/www-vip.mlit.go.jp/kisha/kisha05/02/020311/01.pdf.（2010/01/20）
24） 1990年代の後半にアメリカの中西部，コロラド州ボールダー周辺で生まれた新しいビジネスコンセプト
で，地球環境問題や農薬汚染の問題に危機意識を持ち，オルタナティブな生き方を志したことに由来する。
25）『ニューフィフティーズで市場を拓く調査報告書』pp.89
26）『厚生白書 平成12年版』p.159
27）『新しい余暇と社会参加活動生涯学習と地域社会⑤』pp.5557
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